
第２回 知的財産特別貢献賞

細野秀雄教授
（東京工業大学）が

受賞！

「知的財産特別貢献賞」は、独創的な研究成果に基づく知的財産の創造と
活用を通じてわが国の科学技術の発展に寄与し、経済・社会的にも大きく貢献
した優れた研究者に対し、JSTがその業績をたたえる目的で2011年度に創設し
ました。第1回の受賞者は、昨年ノーベル物理学賞を受賞した赤﨑勇 名城大学
大学院理工学研究科終身教授、名古屋大学特別教授・名誉教授です。

第2回の「知的財産特別貢献賞」は、「高精細ディスプレイに適した酸化物半
導体」の発明により、細野秀雄 東京工業大学フロンティア研究機構教授・同
学元素戦略研究センター長が受賞しました。

受賞対象となったIGZO-TFTに関する技術は、1999年から細野教授がリー
ダーを務めたＪＳＴ 創造科学技術推進事業（ERATO）の「細野透明電子活性プ
ロジェクト」から生まれた成果です。

「知的財産特別貢献賞」

第2回「知的財産特別貢献賞」を受賞した
細野教授。

細野 秀雄　ほその・ひでお
東京工業大学 教授

99年～ 04年JST ERATO「細野透明電子活性プロジェクト」総
括責任者。04年～ 10年JST ERATO-SORST「透明酸化物
のナノ構造を活用した機能開拓と応用展開」研究総括。11年より
JST さきがけ「新物質科学と元素戦略」研究総括。13年よりJST 
ACCEL「エレクトライドの物質科学と応用展開」研究代表者。

高精細ディスプレイに適した
透明アモルファス（非結晶）
酸化物半導体のIGZOだって！

IGZOて
何ニャ？

頭文字をとって
『IGZO』ニャの。

わたしが説明
してあげるニャ

あら、
こんにちはニャの。
わたしは
細野ルイって
いうのニャ。
あなたたち
IGZOについて
知りたいんでしょ？

やあ！
いらっしゃい！

半導体によく使われるシリコンは
非結晶になると
電気が通りにくくなって
しまうのですが

IGZOは原子の結合のしかたが違うので
非結晶になっても
電気がよく流れるのです

インジウム原子（In）
ガリウム原子（Ga）
亜鉛原子（Zn）の酸化物

（酸素原子Oがつく）
でできている半導体なので

さっそく
教えてもらう
ニャ−！
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何よりもIGZO
の半導体は
透明で美しい！

その半導体を
透明のガラスにつけ
液晶パネルをつくる！

半導体が
透明だと
何がいいんですか？

青い部分の
光を遮断

光の3原色

3色とも
光が透過

ああ！なんて
美しいんだ！ 手前に赤・緑・青が並んだ

カラーフィルターがあり
後ろにバックライトが
あるでしょ…

その間にある液晶と
2枚の偏光板のはたらきで
光は通ったり遮られたりする。

その光のON・OFFを
制御しているのが
液晶の後ろにある
TFT（薄膜トランジスター）だ

それでIGZOを使った
スマートフォンや
液晶ディスプレイが
大活躍なんですね？

今までのTFTは
後ろからの光をTFT自身が
遮ってしまっていたんだが
透明なIGZOに
することで
光を遮ることなく
よりきれいで明るい画面に
することができる

光をON・OFF
することで
色が変わって見える

特に４Kや８K※の大画面には
うってつけだね！ 最近では
大型の有機ELテレビ
にも使われ出したんだ

私たち科学者は
100のうち
０から１を
生み出す

そして残りの99は
製品をつくる企業の
努力が大きいんだ！

お互いが尊重
しあうことが
大切ニャのよ！

科学って
なんて身近な
存在だったんニャ！

大型の液晶や
有機ELの映画館も
夢じゃない？

※4Kはフルハイビジョンの4倍、8Kは16倍の画素数を
持つ画面。

さらにIGZOでつくるTFTは
小さいので　
画面は高精細になり
しかも電気が良く流れるので
色の切り替えが速く画像もくっきりだ

いや…むしろ
どんなに大きくしても
１つ1つの画素が
細かくてきれいなんだから・・・

液晶パネルの
仕組みを
簡単に説明す
ると・・・

これまでの液晶パネル

TFT回路 TFTを
小さく
できる

IGZOを使ったパネル
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